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 原子炉のシビアアクシデント(SA)により生ずる放射性廃棄物の長期保管を想定し、ジルコニウム合金の

高温酸化生成物が水の放射線分解に及ぼす影響を調べている。酸化ジルコニウムの結晶型の影響を調べる

ため、本報告では、立方晶ジルコニアを添加した水の放射線分解実験を行い、気相に放出された水素の収

量を測定した。 
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1. 緒言 

 SAにより生ずる放射性廃棄物には、燃料被覆管に用いられるジルコニウム合金の酸化生成物が多量に存

在する。廃棄物に含まれる水は放射線分解により水素等を発生するが、水素の発生量は水中に存在する固

体酸化物により影響を受けることが知られている[1]。これまでにジルカロイ-4 を酸化したジルコニウム酸

化生成物を添加した水の放射線分解における水素発生を測定してきた。比較対象として単斜晶ジルコニア

およびイットリア安定化ジルコニア(YSZ)粉末の影響を調べ、正方晶ジルコニアを主とする YSZ では顕著

な水素発生促進効果を認めた[2]。本報告では、正方晶ジルコニア含有 YSZとの比較のために、立方晶ジル

コニア 100%の YSZ単結晶(YSZSC)を砕いた粉末を添加した水の放射線分解実験を行い、その影響を調べた。 

2. 実験 

 Dalian Keri Optoelectronic Technology 製 YSZSCを乳鉢で粉砕し、粒子径

340μmと 8μmの粉末を作成した。これらを 0-50 wt%の重量分率で純水

に添加し、4 ml のガラスバイアルに懸濁液高さが 1 cmになるよう調製し

てセプタム密封した。バイアルへの照射は、原子力機構のガンマ線照射装

置（Co-60 線源）を用いた。試料の吸収線量は化学線量計を用いて評価し

た。照射後バイアルの気相中の水素濃度をガスクロマトグラフによって測

定し、試料の吸収線量と水素発生量から水素の観測収量 G(H2)を求めた。 

3.結果・考察 

 Fig.1 に観察された水素収量 G(H2)(mol/J)の添加した酸化物の重量分率(wt%)への依存性を示した。破線は

バイアル中の水に吸収された放射線のエネルギーのみが水素生成に寄与した場合の G(H2)を示している。本

実験により、YSZSC 添加量が少ない領域では複雑な挙動を示したが、30wt%以上では水素発生促進効果が

みられた。この促進効果は粒子径が小さい 8μmの YSZSC 粉末で、より顕著であった。 
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Fig.1 YSZSC を添加した純水の G(H2) 
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